
目的・背景
自治体内において、農業従事者の高齢化や担い手不足により、遊休農地の増加が深刻な課題となっている。従来は現地
踏査や紙台帳調査に依存していたが、人員・時間・コストの負担が大きく、調査精度のばらつきも課題であった。そこで、衛
星データとAI解析を組み合わせ、遊休農地を効率的かつ客観的に抽出する仕組みを提案する。

概要

• 衛星データ（光学・SAR）とAI解析技術を活用し、自治体内農地の利用状況を広域的かつ客観的に把握。

• 農地ポリゴンや地籍データと突合し、遊休農地候補地を自動抽出。

• 農業委員会サポートシステムやWeb GISに連携し、遊休農地候補を10段階スコアで優先度可視化、現地調査の効
率化を実現。

• 広島県福山市での実証では精度80%を達成、現地調査工数を約50％削減。安芸高田市においても同様の仕組み
を適用し、農業委員会の負担軽減と農地再生を推進。

今後の展望

• 果樹園や棚田など、判定が難しい作物・地形への解析精度を強化。

• 地域計画や目標地図策定に資するデータとして、農政・土地利用計画など政策立案にも活用可能。

• 遊休農地の再生にとどまらず、担い手集約、営農型太陽光、カーボンクレジットなど多面的な地域活性化に展開。

• 全国展開を視野に、農地を「地域資産」として活かす持続可能なモデルを普及。

実施主体 株式会社スペースシフト

実施場所 広島県福山市

活用技術 衛星データ（光学・SAR）とAI解析技術

支援事業

区分 農林水産

HP掲載年月日 令和７年１０月３１日

「衛星データ×AIを活用した遊休農地探索ソリューション」

費用・活用補助金など
• 導入費用：200万円／回（税別）〜

• 納期：最短3週間

• 連携：農業委員会サポートシステムやWebGISなど既存システム、eMAFF現地確認アプリに追加開発なしで対応

• 補助金：機構集積支援事業補助金、国・県の実証実験支援、農業DX関連補助金など

遊休農地探索AI



SAR衛星 ・ 光学衛星 の 2 種類からなる衛星データと
独自開発の AI アルゴリズム によって、筆ごとに遊休農地の確率を 10 段階 で算出



従来の農地パトロール業務をデジタル化し、効率的な現地調査を実現

 解析結果を既存システム同期

 タブレットや現地確認アプリにも反映可



農地パトロールの効率化と負担軽減
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